様式10号		（提出期限：R7.10.23（木）正午）
配置予定技術者調書
工事名：太宰府小学校教室棟増築工事（建築）
会社名：
	配置予定技術者
	氏名
	

	
	生年月日
	

	
	保有する国家資格
	資格の名称
	

	
	
	取得年月日
	

	
	
	免許番号等
	

	公共工事の施工経験
	評価対象とする工事の条件
	[bookmark: _GoBack]

	
	従事役職（該当する項目に○。ｂの場合以下の記入必要なし。）
	ａ　監理技術者・主任技術者　　ｂ　なし

	
	工事概要
	工事名称
	

	
	
	発注機関
	

	
	
	施工場所
	

	
	
	契約金額
	

	
	
	工期
	

	
	
	受注形態等
	

	
	CORINS登録の有無
	単体　／　共同企業体　（出資比率　　％）

	継続教育
(ＣＰＤ)
の取組
	取得単位の有無
	

	
	CORINS登録の有無
	有（登録番号　　　　　　　　　　　　　　）・無


注　１　配置予定技術者は、告示日において当該会社に在籍している者に限る。添付書類は、資格を証明する書類の写しなど上記項目の内容が確認できる書類を添付すること。（すべてA4サイズ）
２　配置予定技術者が監理技術者として着工から完成まで従事した工事であること。（添付資料で確認できる場合に限り、以前に勤務していた会社の時の施工経験であっても可とする。）
３　対象となる工事は、技術評価の評価項目及び評価基準の説明を参照
４　記載する工事のCORINS（登録されていない場合は契約書（工事名、契約金額、工期、発注者、請負者の確認ができる部分）の「登録工事確認書」の写しを提出すること。ただし、CORINS等の記載内容で、前期に掲げる内容が不明な場合は、確認できる資料を必ず添付すること。（すべてA4サイズ）
５　受注形態等で、共同企業体としての実績の場合、出資比率を記入すること。
６　継続教育（CPD）への取組みについては、取得単位が確認できる書類を添付すること。（CORINS登録がある場合は、その旨が確認できる書類を添付すること。）
７　配置予定技術者の変更は、病休、退職等の特別な理由がある場合を除き、認めない。
８　配置予定技術者を書類提出時に１人に確定できない場合、複数の技術者を配置予定技術者とすることができる。この場合、すべての配置予定技術者候補の調書を提出するものとする。
９　配置予定技術者を複数申請した場合、評価の最も低い者を加算点の対象とする。
